































































































































































































01 Safranbolu 49,014黒海地域 分離 ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●
02 Tarakl 2,983マルマラ海地域 拡張 ○ ● ● ● 〇 ● ● ● ◇ ● ● ●
03 Goynuk 3,998黒海地域 拡張 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
04 Mudurnu 4,830黒海地域 拡張 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
05 Tire 51,440エーゲ海地域 拡張 ○ ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ●
06 Kastamonu 91,012黒海地域 拡張 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
07 Us・ak 180,414エーゲ海地域 拡張 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
08 Nalhan 12,457アナトリア中央部 隣接 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
09 Beypazar 35,775アナトリア中央部 隣接 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
10 Bergama 59,366エーゲ海地域 隣接 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
11 Bolu 119,898黒海地域 隣接 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
12 Afyonkarahisar 173,100エーゲ海地域 隣接 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◇ ● ● ●
13 Kutahya 235,685エーゲ海地域 隣接 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●
14 Konya 1,486,653アナトリア中央部 融合 ● ● ● ● ● ● ● ● ●◇ ● ●
15 Bursa 1,905,570マルマラ海地域 融合 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
16 I

zmir 3,354,934エーゲ海地域 融合 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◇ ● ● ●
17 I

stanbul 13,120,596マルマラ海地域 融合 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◇ ● ● ●
18 Balkesir 265,747マルマラ海地域 分散 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●b

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内容 魚レストラン街 内容 海沿いの遊歩道 内容 二重構造のガラタ橋
みながらひと時を楽しんでいる。
③ 床屋
チャルシュ内に必ずある床屋は，いずれも男性に
散髪や髭の手入れのために利用される。通常の散髪
以外に，日々の礼拝でモスクに赴く際に髭の手入れ
のため立ち寄る男性もいる。手入れをしてもらわな
い場合も礼拝時間の少し前になるとモスク近くの床
屋へ集まり，チャイを飲む。すべての床屋が該当す
る訳ではないが，多くは礼拝時間までを共に過ごす
交流サロンの役割を果たしている。
④ 複合ビル
チャルシュ内にある場合と隣接，あるいは離れて
立地する場合がある。複合ビルには複数の店舗があ
るだけでなく，伝統的な商業施設と同じように施設
内にチャイハネなどの滞留可能な場所や，施設によ
っては敷地内に広場的な空間が計画的に設置されて
いるものもあり，施設内での交流空間が存在する。
2） 公共施設
公共施設は施設ごとの目的に合わせて多くの人を
集める要素となっている。以下，宗教施設，ハマム，
文化施設，行政施設，交通施設等について交流の場
としての特徴的な利用状況をまとめる。
① 宗教施設
どの都市にも複数のモスクがあり，特に金曜昼の
集団礼拝時には多くの人，特に男性がモスクに集ま
る。ギョイヌックでは毎週金曜の集団礼拝の前にモ
スク前の広場（写真305）でチャルシュの店主であ
る男性達と宗教指導者，市長が集まり，商売繁盛を
共に祈る。モスクを中心とする複合都市施設キュリ
イェはモスクだけでなく神学校やハマム，市場施設
を併設する場合もあり，祈りの時間だけでなく，多
くの人を引き付ける要素となっている。神学校が商
業施設として再活用されている事例が複数見られる。
一方，宗教的な機能だけでなく，歴史建造物を活か
した観光要素も大きい。写真306は観光客で賑わ
うイスタンブルの通称ブルーモスク内部のホール空
間である。イスタンブルのような観光地では，モス
クの中庭で日差しを避けながら休憩をとる観光客も
いる（写真307）。
② ハマム
キュリイェの一部として建設されたハマムも多々
あるが，公衆浴場として地域のコミュニティの場の
機能を果たしてきたため，特に着目する。規模の大
きなハマムでは男性用と女性用のエリアに分かれて
おり，規模の小さなものになると曜日や時間で男性
と女性の使用時間帯を分けて利用している。ハマム
は入口が大きなホール空間の脱衣スペースになって
いる。このホールでは入浴後に汗がひくまでチャイ
等を飲みながら水分補給をし，居合わせた人たちと
会話を楽しむ。現在は住民の利用が減っており，歴
史建造物としての魅力と垢すりやマッサージのサー
ビスを活かし，観光客中心のコミュニティ施設とし
て機能しているものも多い。また，修復した建物を
コンサートサロンや地域の伝統工芸を紹介する文化
施設として再活用しているハマムもある。
③ 交通施設
交通施設として，鉄道駅，バスターミナル，船着
き場等が挙げられる。交通機関を利用する人の流れ
が常時発生し，交通施設周辺には同時に多くの人が
利用可能な広場空間が存在する。広場には乗降客対
象の売店や露店，滞留スペースとしてオープンカフ
ェなどがある。船着き場前の広場には船に乗る目的
以外に海を眺める人や釣りを楽しむ人の姿も見られ
る（写真308）。
3） 屋外空間
屋外空間として広場，街路，敷地内のオープンス
ペースが挙げられる。まず，空間として広場に着目
し，次に街路と敷地内のオープンスペースも合わせ
て，そこでの交流内容について特徴的なものを抽出
する。
① 広場
18都市全てにおいて定期市やイベント等で広場
が活用されている。日常的に親しまれているだけで
なく，広がりをもった大空間であるため，イベント
などの晴れやかな場としても機能し，多くの人を集
め，多様な交流が発生する場となっている。イスタ
ンブルのエジプト市場横の広場（写真309）では断
食月になると断食明けの食事を無償で提供するテン
ト（写真309左手のストライプ柄の巨大なテント）が
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設置され，夕方になると行列ができる。広場は通常
からエジプト市場，その横のモスクと目の前の船着
き場を訪れる人が利用し，賑わいを見せているが，
断食月などの宗教的な行事の関連する日はさらに遠
方からも訪れる人が増える。
② オープンカフェ
チャイハネには多くの男性がチャイと会話を楽し
みに集まるが，気候の良い季節になると店前の路上
に机や椅子が張り出され，屋外でひと時を過ごす。
広場やハンの中庭の木陰やパラソルの下にカフェス
ペースができる（写真301,02,10）。
③ 定期市
週に1，2度，広場や街路に野菜や衣類など日用
品の露店が並ぶ定期市（写真311）が開催される。
地域の住民と露天商とのコミュニケーションが見ら
れる他，地方都市の場合には都市周辺の村からも多
くの人が集まり，畑でとれた生産物や加工品を販売
する特別なエリアが設けられている。この村の生産
物販売エリアは女性メインの交流空間となっている。
また，ベルガマやイスタンブルでは女性の手工芸品
の販売エリアがチャルシュや定期市の一角に設けら
れ，女性の交流の場が近年新たに登場している。
④ イベント
広場を中心に宗教的な行事や季節に合わせたイベ
ントが開催され，住民だけでなく遠方からも多くの
人が訪れ，交流空間となっている（写真 309,12,
13）。特にイスラームの断食月になると街は大きく
変化する。イスタンブルではエジプト市場横の断食
明けの食事を提供するテント（写真309）以外にも，
スルタンアフメット界隈で断食月に設置される露店
（写真312）もあり，夜，食事を終えた後にそぞろ
歩きを楽しむ人々で埋め尽くされる。これらのテン
トや露店は，行政機関であるファーティヒ区やイス
タンブル市が設置しているものである。
⑤ 歩行者専有空間
街路の中でも歩行者専有の空間は，そぞろ歩きを
楽しみ，ところどころにあるカフェで佇む人々で賑
わう。イスタンブル新市街のメインストリートであ
るイスティクラル通り（写真314）では，昼夜問わ
ず常時多くの人でれているが，時にはデモ行進
（写真315）や集会などでさらに多くの人が集まり，
通行も困難な程，賑わうこともある。また，イステ
ィクラル通りから1本奥まった路地であるネヴィザ
ーデ通りは，魚レストランが並ぶ通り全体を歩行者
専有空間として，店の前の路上にテーブルを張り出
し，通り全体が一体化している（写真316）。イス
タンブルやイズミールのような海に面した都市は海
岸沿いに広場や遊歩道（写真317）を設け，海の景
色を楽しむことができるよう整備されている事例も
あり，昼間だけでなく夕暮れ時にも多くの人が利用
している。橋の場合も，単に欄干から景観を眺める
ことができるだけでなく，イスタンブルのガラタ橋
（写真318）のように二重構造の橋の上の階で釣り
をしたり，下の階に設けられた橋上レストランで景
色と共に食事を楽しむなど，複合的な娯楽を提供し
ているスポットもある。
4.考 察
多様な交流空間について要素ごとにその内容を確
認してきたが，全体を通して見ると，センター領域
には日常的な交流の場と非日常的で晴れやかな交流
空間の双方が存在することがわかる。日常的な交流
の場として，特に伝統的商業施設やチャルシュ内の
店舗，チャイハネや床屋が挙げられる。伝統的商業
施設は男女を問わず観光客の利用も多く見られるが，
伝統的商業施設を含むチャルシュ内の働き手のほと
んどは男性であり，チャイハネや床屋は男性のコミ
ュニケーションの場として機能している。非日常的
な交流空間は，イベント開催時や宗教的な行事に関
連して発生する。宗教的なものに関しては宗教施設
そのものも多くの人を集めるが，周辺の広場にはテ
ントや露店が並ぶなど，非日常的な要素が加わり，
期間限定の交流空間が生まれる。大都市では，施設
や広場の他に歩行者専有空間の整備が進んでおり，
センター領域における交流スペースが確保されてい
る。この歩行者専有空間は日常的な交流の場として
も機能しているが，居住地域と比較すると，周辺に
は多様な商業施設や娯楽施設があり，空間を埋め尽
くしている人々も含め，非日常的な賑わいは晴れや
かな様相を呈している。保存，修復された歴史建造
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物や統一感のあるファサードなど，街並みによって
も特色ある晴れやかな空間が演出されている。
次に，各都市におけるセンター領域内での交流要
素の配置に共通する特色として，要素が点在してい
ることが挙げられる。タラクルを事例に要素の配置
を示したものが図2である。
タラクルの人口は3,000人弱と調査都市の中で最
小規模の都市であるが，センター領域には床屋が5
軒，チャイハネが10軒も存在している。モスク前
の公園には木々に囲まれたオープンカフェがあり，
イベント時には多くの人が集まる。また，土曜市開
催エリアには毎週土曜に屋根の付いた市場施設とそ
の周辺に露店が並び，タラクル周辺の村々の生産物
を携えた人達もここで店開きをする。市場施設の一
角には臨時のチャイハネもオープンし，市場と共に
交流エリアを形成している。都市の規模によりセン
ター領域の構造は異なるが，交流を促す多様な要素
が点在しながら都市を構成している点では共通して
いる。
5.まとめ
日常的な交流空間はセンター領域以外にも多数存
在している。一方，非日常的な交流空間は，センタ
ー領域が主要な都市施設や広場等によって構成され
ていることにより発生する交流空間であり，センタ
ー領域としての大きな特徴であることを確認した。
また，広場，街路，敷地内オープンスペースとい
った屋外空間の活用が各都市で見られた。中でも大
都市では歩行者専有空間が整備され，特にイスタン
ブルやイズミールのような水辺に面した都市では水
辺空間の活用が特徴として挙げられる。トルコは地
中海，エーゲ海，黒海と海に囲まれた国であり，そ
れぞれ沿岸部の都市の水辺空間についても今後，調
査を続行したい。
センター領域は交流空間に限らず多機能であり，
多様な要素を内包している。本論文では交流機能に
焦点を絞り，空間形態について考察したところ，共
通点として18都市いずれも屋外で快適に過ごせる
時期があり，屋外空間が多様な形で交流の場として
も活用されていることがわかった。しかし，都市規
模や地域によって異なる特性を見いだすまでには至
らなかった。今後，調査地域を拡張するとともに調
査都市の数を増やし，多様な視点で比較しながら分
析を進める予定である。
註
1 トルコ語・ars・。通り状の商店街だけでなく，屋根
のかかったホール状の空間や中庭を有する商業施設
など複合的かつ広域にわたるエリアを示す場合も多
いため，日本語に適切な単語が見当たらず，本論で
はトルコ語をカタカナ表記にして使用する。以下，
関連用語を同様にカタカナ表記とする。
2 詳細は参考文献008参照。
3 トルコ歩行者空間調査（2006年8月），トルコ都市
市場空間調査（第1回:2007年8月～第6回:2010
年3月），トルコ都市空間調査（第1回:2010年8
月～第3回:2011年8月）において対象としてき
た都市。
4 詳細は参考文献008参照。
5 トルコ語bedesten。もともと高価な商品を扱う商
業施設として建設されたもの。
6 トルコ語arasta。通り状の商業施設。
7 トルコ語han。かつての隊商宿。交易商人たちの
宿泊施設や事務所として使用されてきた施設。
8 トルコ語・ayhane。トルコの紅茶チャイ（トルコ
語・ay）の喫茶店。
9 人口は国勢調査に基づくものであるが，イスタンブ
ル市は大都市のため，郊外への市街化が急速に進ん
でいる。そのため，中心部の人口についてトルコ各
地方についての情報サイトYerelNet（http:/www.
yerelnet.org.tr/）を参考とした。
10 都市部の人口は2010年の国勢調査に基づくもので
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図2.タラクルの交流空間位置図
あるが，大都市の場合，中心部の人口とし，トルコ
各地方についての情報サイト YerelNet（http:/
www.yerelnet.org.tr/）を参考とした。イスタン
ブルでの要素の有無は表25でとりあげる3つの中
心部の情報を合わせて記載する。
11 センター領域の構成図中にチャルシュエリア，定
期市の開催エリア，歩行者専有空間，主要な都市施
設を名称と共に記載する。都市施設の固有名称は市
場，博物館，市役所については日本語に訳している
が，他の名称については原則的にトルコ語読みのカ
タカナ表記としている。カタカナ表記とした単語の
うち，ジャミィ（トルコ語 cami）はモスク，メド
レッセ（トルコ語 medrese）は神学校，キュリイ
ェ（トルコ語 kuliye）はモスクを中心とする複合
都市施設，トゥルベ（トルコ語 turbe）は墓の
意味である。
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